
土器ってなあに？
　土器は、ねんどでいれものの形をつくり、「野焼き」で焼いたでやきものです。
日本では 1万年以上昔から使われていて、春日市からもたくさんの土器が見つか
っています。
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ぼくたちがいつも使っているお皿はガラスみたいにツルツル
しているけど、土器の表面はツルツルしていないね。

いつも使っているお皿は、土器ではなく磁器というやきものなんだ！
焼くときに「釉薬」という特別な薬をかけるから表面がツルツルにな
るんだよ！
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弥生土器のいろいろな使い方

盛り付けたごはんを食べたり、
料理をするためにつかうよ！

縄文土器 弥生土器 須恵器

朱色に塗られた土器は、お祭り
（お祈りや儀式）でつかうよ！

人間も入る！？大きな土器

日本で最初に
作られた土器。
鉢のような形を
していて、文様
は色々あるよ！

弥生時代に作ら
れた土器。
壺、甕、鉢、高
坏などの形があ
るよ！

古墳時代から作ら
れ始めた土器。
のぼり窯で焼かれ
とても硬くて丈夫。
朝鮮半島から技術
が伝わったよ！

じょうもんどき やよいどき すえき

北部九州では人が入るとても大きな土器までつくられました。
「甕棺」は甕や壺の形をした大きな土器の棺で、中に亡くなった人をいれ、
甕、壺、板などでフタをしたカプセルのようなものです。

須玖岡本遺跡で見つかった奴国の王様のお墓も甕棺墓だったんだよ。
甕棺のなかには武器や鏡、勾玉などの宝物がたくさん入っていたんだ！

集めた木の実を保管したよ！

土器 : 800 度くらい🔎 焼く温度のちがい 須恵器 : 1200 度くらい 磁器 : 1400 度くらい
どき ど すえき ど じき どや おんど

どき

どき かたち や

にほん まんねんいじょうむかし つか かすがし どき み

どき

つか さら

ひょうめん

つか さら

や ゆうやく とくべつ くすり ひょうめん

にほん さいしょ

つく どき

つく

どき

つぼ かめ

こふんじだい つく

はじ

がま や

かた

やよいどき つか かた

あつ き み ほかん

りょうり

しゅいろ ぬ どき まつ

いの ぎしき

にんげん はい おお どき

ほくぶきゅうしゅう ひと はい おお どき

かめかん かめ つぼ かたち おお どき なか な ひと

かめ つぼ いた

すぐおかもといせき み なこく おうさま はか かめかんぼ

かめかん ぶき かがみ まがたま たからもの はい

も つ た

のや

どき じき

はち かたち

もんよう

いろいろ

やよいじだい

はち たか

つき かたち

どき

じょうぶ

ちょうせんはんとう ぎじゅつ

つた


